
様式４

開催日時及び場所

出席委員

事務局

審議対象期間

抽出案件 ６　件

　一般競争入札 －　件

　公募型指名競争入札等 －　件

　通常指名競争入札 ６　件

　随意契約 －　件

委員会意見の内容

第２１回高石市入札等監視委員会議事概要

平成２９年６月１９日（月）午後６時００分～午後７時３０分
高石市役所　別館会議室１１１

３名全員（大学准教授１名、弁護士１名、公認会計士１名）

契約検査課：堀内課長、武田課長代理、中村主事
土木公園課：梅原課長、田宮課長代理
建築住宅課：酒井課長、松本課長代理
上下水道課：上田課長、伊奈参事、堀課長代理、北口給水係長

平成２８年１０月～平成２９年３月

通常指名競争入札
・鴨広場整備工事
・市営富木南住宅バリアフリー改修工事2
・芦田川・王子川排水機場塗装替工事
・(改良28-11)二級河川芦田川改修工事に伴う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道管復旧工事
・(改良28-15)泉大津美原線他老朽管更新工事
・平成28年度漏水修繕跡路面復旧工事

委員からの意見・質問と
それに対する回答等

別紙のとおり

　今期の入札契約手続きは概ね妥当である。
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委員 事務局

１ 高石市入札等監視委員会委員長の互選について

平成２９年度・３０年度の委員長について、委員の互選により、委員長が選任された。

２ 平成２８年度下半期の工事請負に係る入札及び契約手続の運用状況について

○ 入札及び契約の運用状況について事務

局から説明があった。

平成 28 年度下半期の平成 28 年 10 月 1 日

～29 年 3 月 31 日では、総契約件数が 17 件、

契約金額の合計は 2億 4495 万 9120 円、平均

落札率は 81.2％となっている。

入札・契約方式別では、通常指名競争入札

のみであり、一般競争入札、公募型指名競争

入札及び随意契約については該当がなかっ

た。

発注機関別では、通常指名競争入札 17 件

のうち、契約検査課発注分が 9件、上下水道

課分が 8件であった。

平成 28 年度下半期の入札及び契約の全体

的な傾向については、平成 28 年度上半期に

ついては、契約件数が 23件、契約金額が約 3

億 3300 万円であったのに対し、平成 28年度

下半期は、契約件数は 17件、契約金額は約 2

億 4500 万円と減少している。また、平成 28

年度の特徴としては、水道事業の契約金額が

全体の約 68％であり、昨年度より引き続き老

朽管の更新工事に力を入れている。

平成 28 年度全体としては、契約件数は 40

件、契約金額が約 5億 7800 万円となり、平

成 27 年度全体の契約件数 42件、契約金額約

6億 5000 万円に対して、件数として 2件、契

約金額として約 7200 万円減少した。
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３ 平成２８年度下半期における指名停止の状況、談合情報の状況及び契約解除の状況に

ついて

○指名停止の状況、談合情報及び契約解除の

状況について事務局から次のように説明が

あった。

平成 28 年度下半期の指名停止の状況につ

いては合計で 20 件であり、例年に比べ多か

った。

４ 抽出事案の審議について

○ 抽出担当委員から抽出理由について次

のような説明があった。

案件の抽出にあたっては、契約検査課発注

分については、土木一式工事 5件、建築工事

2件のうち、それぞれ契約金額が高額であっ

た工事を 1件ずつ抽出した。残り 1件につい

ては、舗装工事と塗装工事が残るが、上下水

道課発注分において舗装工事があるため、契

約検査課発注分については、塗装工事を抽出

した。

上下水道課発注分については、土木一式工

事 2件のうち、高額であった工事 1件、また、

管工事 5件のうち高額であった工事 1件、最

後に舗装工事 1件の計 3件を抽出した。

○鴨広場整備工事

手持ち工事のある業者は、この工事と同規

模の工事ということか。

高石市指名競争入札参加者選定基準の第5条

において、契約金額が 1千万円以上の建設工

事を受注した指名業者は、当該受注の日から

6月は指名を行わないことになっていること

から、1千万円以上の建設工事を受注してい

るということになる。



3

これは年度内において、1千万円以上 1件

ということではなく、この期間において工事

が続いているということか。

どういう遊具を設置するかについては、設

計段階で決まっているのか。

遊具やベンチのメーカーは、指定している

のか。

参考とする遊具はどのように決定したの

か。

参考資料として、遊具の発注図面を提示し

てもらうことは可能か。

遊具の図面の提出をお願いしたい。

○市営富木南住宅バリアフリー改修工事２

本工事は、何戸分の改修工事になるのか。

辞退が 2件あった理由については、推察で

きないか。

現在施工中の業者ということである。

［土木公園課］

その通りである。

［土木公園課］

メーカーの指定は行っていない。遊具の設

計段階で、複数社の遊具を参考に設計してい

るが、同等品以上は可としている。

［土木公園課］

遊具の選定にあたり、設置する目的や理由

を総合的に勘案し、庁内で協議、検討を重ね、

遊具の選定を行った。

［土木公園課］

可能である。

［建築住宅課］

発注時は、10戸分であったが、設計変更に

より 2戸追加したため、合計 12戸となった。

［建築住宅課］

本工事は、居住している状態で工事を行う

ため、敬遠されたのではないかと推測され

る。
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○芦田川・王子川排水機場塗装替工事

工事概要の「単管足場 100.0 掛㎡」の「掛

㎡」とはどの様な単位か。

○(改良 28-11)二級河川芦田川改修工事に伴

う水道管復旧工事

特になし

○(改良 28-15)泉大津美原線他老朽管更新工

事

特になし

○平成 28 年度漏水修繕跡路面復旧工事

本工事に掛る人員はどのくらいか。

落札業者は、個人事業主だが、入札参加資

格申請において、個人と法人で違いはある

か。

個人事業主の場合、事業を行っているかど

うかは、どの様にして確認するのか。

［土木公園課］

通常、足場は、足場が必要な壁面の面積を

計上する。その面積を掛㎡という単位で表現

する。

［上下水道課］

通常、4～6人程度である。

申請時においては、個人と法人で提出書類

は異なるが、登録後については、個人と法人

で扱いに違いはない。

入札参加資格申請時、法人事業主は登記簿

謄本の提出を求めるが、個人事業主は、登記

簿謄本がないため、納税証明書等により確認

をしている。


